
身を保つ④ 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

 

 

薬草図解 

風邪をひき発熱、頭も痛い!! 頭が痛い!! 

疱瘡を防ぐには 

二日酔い対策･･･ 

【いたちささげ】：頭痛の時に。 

【みぞかい】 
殻および身が薬として用いられました。 

【茯苓（まつほや）】 
防長両国で良質なものが採れました。 
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「薬袋（神仙消毒丸）」（佐川家文書〔大島町〕651） 身を保つ⑤ 

 

 

〔伊佐売薬〕 
江戸時代、配置売薬という形で民

間に薬が普及していきました。「先用後
利」と呼ばれる販売方法で、あらかじめ
得意先に薬を置いておき、次回訪れた
時に使った分だけ支払う、というものでし
た。これにより、交通の便の良くない地
域へも薬が届けられるようになりました。  
全国的には富山、大和、近江、田

代（佐賀）などが有名でしたが、萩藩
でも伊佐（美祢市）の売薬が藩内の
みならず、他藩へも商圏を広げるほど盛
んでした。他国の売薬業者との激しい
競争もあったようですが、最盛期には、
関東まで販路を拡大しています。 
しかし、明治以降、西洋医学重視の

政策により、売薬に対する取締りが強
化されて行きます。明治 3 年（1870）
に「売薬取締規則」が公布され、薬につ
いては大学東校（現東京大学）で検
査を受け、売薬業には免許が必要とな
り、それまで使われてきた「家伝」「秘伝」
などの称を用いることは禁止となりました。

また、明治 10 年の「売薬規則」により
売薬業者には営業税、鑑札料の支払
いが義務付けられ、さらに明治 15 年の
「売薬印紙税規則」により売薬には必
ず定価を付記し、その 1 割の印紙税の
支払いが義務付けられました（上の写
真の薬袋にも印紙が貼られています）。 
訪問時に期限の切れた薬を新しい薬

と入れ替える販売方法をとってきた売薬
業者に大きな打撃を与え、廃業に追い
込まれる業者も多く出ました。近代化に
成功し、薬の一大産地として発展して
いく地域がある一方、伊佐の売薬はそ
の流れに乗ることができず、昭和 18 年
を最後に営業を終了しました。 

～置き薬あれこれ（薬の名）～ 
売薬には、「○○湯」、「○○散」、

「○○丸」などの名称が付けられたも
のが多くあります。「湯」は煎じて飲む
煎薬に、「散」は粉薬である散薬に、
「丸」は散薬を丸めて飲みやすくした丸
薬に付けられました。 
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伊佐売薬の厚袋で、薬はこの中

に入れられ、紐を通し、柱などにつる
されました。使用した分だけ代金が
支払われましたが、裏に数量記入
欄が印刷してあります。 

（一般郷土史料 1267） 

人々の健康を守った売薬（置き薬） 
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いつもそこにある安心感 

ネーミングやデザインの工夫 

薬屋さんの 
お土産 

置き薬はできるだけ使用してもらえるよう、
ネーミングやパッケージのデザインに工夫が
凝らされています。中には類似商品なども
作られることがありました。 

置き薬は居間の柱にかけられたり、紙製の引き出しに納められて、い
つも身近な所に置かれていました。これらの収納用の袋（厚袋）は
それ自体、宣伝のための媒体で、時代の変化をうつしています。 

薬屋さんは紙風船、ゴム風船などの、お土産をプレゼントしてくれました。
風船の他に、左のような台所に貼る火の用心の札も定番でした。「食い
合わせ」などが印刷され、健康に関する知識の普及に一役買いました。 
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「｢御蔵本日記｣（徳山毛利家文庫）元禄 10年 7月 13日条 身を保つ⑥ 

 

 

 
江戸時代、藩士や庄屋などの諸役

人が湯治と称して職務を離れ往来する
場合、事前に藩の許可が必要でした。
徳山藩の場合、その許認可決裁の記
述が｢御蔵本日記｣（徳山毛利家文
庫）に少なからず見うけられます。その
記述を湯治先毎に集計したものが裏面
の表です。 
約 700 例を数え、湯治先のほか往

来日数も明らかになる場合があり、傾向
のようなものをうかがうことができます。最
遠の湯治先が上州草津温泉（群馬
県）、その認められた往来日数は 200
日に及びます。 
時代を通して山口湯田への湯治が多

かったといえます。また、豊臣秀吉がよく
愛用したことで有名な摂州有馬温泉
（兵庫県）は往来日数平均約 40 日
と遠方ながら高かったといえますが、次第
に足が遠のいていったようです（上写真
は「医師衆申候ハ有馬入湯可然由申
候」と、医師が有馬温泉行きを勧めてい
る箇所です）。 

馴染みの道後や別府の温泉行きも
少なくなかったし、その他の中には当地、
長門国の川棚（現下関市）48 例、
俵山（現長門市）28 例、深川（左
同）15例も含まれています。 

5回も湯治を認められた藩士がいます。
寛政 7 年（1795）から文化 8 年
（1811）まで 17 年間に 5 回、延べ
130 日にわたり山口湯田温泉行きを認
められています。有馬行きを元禄 5 年
（1692）から宝永 2 年（1705）の
間に 4回も認められた庄屋もいました。 
中には社寺参詣も兼ねている場合も

あり、例えば有馬湯治と伊勢参りを兼ね
た場合などは 90 日、３ヶ月もの往来が
認められています。 

温泉同様湯治の役割を果たした伝
統的なものに蒸気浴の石風呂があり、
石風呂への往来についても日記はとらえ
ています。根強く愛用され、大いに盛行
した時期もあったことがうかがえます。 
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｢御蔵本日記｣（徳山毛利家
文庫）1,166 冊は、萩藩の支
藩 徳 山 藩 の 元 禄 元 年
（ 1688 ） か ら 明 治 元 年
（1868）までの政務日記です
が、当時の藩領内の社会状況
を日々活写しており、人々の往
来に関わる記述も少なくありませ
ん。 

 
 

湯治（温泉と石風呂） 
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